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市政記者クラブ加盟社 各位 

 

ウクライナ避難者の本市からの転出について 
 

出入国在留管理庁の受入れ依頼により、令和４年７月 13日（水）より本市において受入れ支

援を開始したウクライナ避難者について、この度、御本人の意向により本市を転出することと

なりましたのでお知らせいたします。  

 

１ 避難者 

ウクライナ国籍女性（40代）及びその女児(就学児童)の２名 

 

２ 転出日（予定） 

令和４年８月 23日（火） 

 

３ 経緯 

避難者親子は、本市へ転入して以降、市内公営住宅に居住するとともに、女児は７月 19日

（火）から日本語教室のある上田小学校に登校し、日本語の学習を進めながら親子で新生活

をスタートした。 

８月中旬に、避難者がウクライナ人同士によるコミュニティが多数ある首都圏での生活を

希望したことから、本市とのマッチングを実施した出入国在留管理庁に相談した結果、来盛

前に入所していた出入国在留管理庁が用意している一時滞在施設に転出することとなった。 

今後は、出入国在留管理庁が再度、支援自治体とのマッチング作業を経て、避難先を決定

する予定。 

 

４ 受入れ後の支援状況（通常の市民サービスは除く。） 

市内公営住宅への住居支援、生活支援、就学のサポート 等 

 

５ 避難者親子からのコメント 

短い期間ではありましたが、娘と二人で盛岡に来て大変良かったと思っています。 

私たちの転入に当たり、盛岡市をはじめとする関係者の皆様には大変お世話になりました。

市民の皆様にも、ランドセルや食料品などの寄附も頂きました。誠にありがとうございます。

言葉ではお伝えしきれないほど感謝しております。 

滞在中は、盛岡さんさ踊りパレードや花火大会などの日本文化にも触れることで心が和み、

たくさんの良い思い出もつくることができました。 

私は、皆様の優しさを、いつまでも忘れることはありません。 

盛岡の皆様、ありがとうございました。出会えることができて幸せでした。 

 

盛岡市プレスリリース 
～ひと・まち・未来が輝き 世界につながるまち盛岡～ 

令和４年８月22日 
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